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都道府県 小学校 中学校 高　校
北 海 道 36.6 5.4 28.3
青 森 県 54.5 35.3 41.1
岩 手 県 83.7 64.3 63.3
宮 城 県 95.7 83.6 83.5
秋 田 県 93.4 65.4 79.3
山 形 県 83.2 38.3 30.2
福 島 県 92.4 88.4 74.0
茨 城 県 95.5 91.9 81.4
栃 木 県 93.8 86.5 89.2
群 馬 県 94.8 75.6 28.2
埼 玉 県 99.3 95.1 41.3
千 葉 県 96.5 91.1 53.8
東 京 都 98.9 98.4 92.3
神奈川県 92.8 86.8 77.4
新 潟 県 93.2（19位） 68.5（29位） 41.0（33位）
富 山 県 86.2 41.7 0.0
石 川 県 89.0 65.1 27.5
福 井 県 84.0 48.8 90.6
山 梨 県 81.0 70.0 50.0
長 野 県 97.5 93.8 95.6
岐 阜 県 94.6 72.0 39.1
静 岡 県 94.6 80.1 99.0
愛 知 県 94.6 94.4 96.6
三 重 県 86.5 55.1 21.5
滋 賀 県 93.2 81.2 95.9
京 都 府 93.4 57.7 26.6
大 阪 府 92.3 91.4 89.4
兵 庫 県 94.0 85.1 82.4
奈 良 県 95.1 92.5 40.0
和歌山県 75.0 34.1 41.3
鳥 取 県 87.5 73.8 91.7
島 根 県 71.0 47.7 11.9
岡 山 県 93.8 73.2 26.0
広 島 県 84.3 56.3 25.7
山 口 県 81.5 71.8 75.7
徳 島 県 73.8 53.1 37.5














愛 媛 県 87.9 82.9 65.6
高 知 県 75.6 65.4 97.6
福 岡 県 94.2 90.5 76.7
佐 賀 県 88.1 73.4 71.8
長 崎 県 68.2 50.5 14.9
熊 本 県 92.8 87.6 95.2
大 分 県 88.1 73.1 87.7
宮 崎 県 92.4 92.1 95.5
鹿児島県 81.9 73.9 98.8
沖 縄 県 67.9 59.2 98.4




10〜19年が 13校、20〜29年が 6校、30年以上が 13校であった。（図 1参照） 
 
 
図 1. 市内小・中学校プールの設置年数 
 
1-5.柏崎市の小・中学校のプール施設の構造 









































































RC構造は 12校、FRPは構造 21校、SUS構造は 2校であった。（図 2参照） 
 
 


















RC構造のプールで、設置年数が 0〜9年のプールが 0校、10〜19年が 0校、20〜29年が 1校、30
年以上が 11校（図 3参照）であった。FRP構造のプールは、0〜9年のプールが 5校、10〜19年が
11校、20〜29年が 5校、30年以上が 0校（図 4参照）であった。SUS構造のプールは、0〜9年の
プールが 1校、10〜19年が 1校、20〜29年が 0校、30年以上が 0校（図 5参照）であった。 
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図 5. SUS 構造 2校のプール設置年数 
 
 これらの結果から RCの 12校中 11校のプールが RC耐久年数といわれている 30年を越えており、
残りの 1校も平成 24年 4月に設置年数 30年を超える。FRPでは、21校中、5校のプールが FRP耐































 市内小・中学校のプールにかかる点検費を過去 5年間（平成 19年〜平成 23年）調査したところ、
平成 19年 2,178,750 円、平成 20年 4,219,320 円、平成 21年 6,923,070 円、平成 22年 6,935,670
円、平成 23年 6,536,880 円であった。（図 6参照） 
 
 
図 6.市内小・ プールの年間点検費 

































出すると、RCは平成 19年が 60,988 円、平成 20年が 125,493 平成 21年が 206,780 円、平成 22
年が206,780円、平成23年が203,980円であった。FRPは平成19年が64,600円、平成20年が118,780
円、平成 21年が 190,730 円、平成 22年が 191,330 円、平成 23年が 175,540 円であった。SUSは平
成 19年が 45,150 円、平成 20年が 109,515 円、平成 21年が 218,190 円、平成 22年が 218,190 円、
平成 23年が 203,980 円であった。（図 7参照） 
 
 
図 7. 各構 均点検費 
 
 これらのデータから、5年間の平均点検費を算出したところ、年間のRC構造点検費は160,804円、
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図 7. 各構造別平均点検費 
 
 これらのデータから、5年間の平均点検費を算出したところ、年間のRC構造点検費は160,804円、



























 学校プールにかかる過去 5年間（平成 19年〜平成 23年）の修繕費を調査したところ、平成 19
年は小学校 90,067,320 円、中学校 3,716790 円、平成 20年は小学校 78,903,930 円、中学校 819,000
円、平成 21年は小学校 16,659,300 円、中学校 8,089,809 円、平成 22年は小学校 9,796,500 円、中
学校 4,071,000 円、平成 23年は小学校 10,183,950 円、中学校 2,595,841 円であった。これらを合
計すると平成 19年は 93,784,110 円、平成 20年は 79,722,930 円、平成 21年は 24,749,109 円、平
成 22年は 13,867,500 円、平成 23年は 12,779,791 円であった。（図 9参照） 
 
 
図 9. 過去 5 プール修繕料 
 
  平成 19年と平成 20年に莫大な修復が行なわれているが、これは平成 19年 7月に起こった中越
沖地震で、数多くのプールが壊れてしまい修復を余儀なくされたことが大きく影響している。そこ




と、RCは平成 19年が 677,688 円、平成 20年が 1,326,115 円、平成 21年が 2,028,091 円、平成 22
年が 527,375 円、平成 23年が 633,063 円であった。FRPは平成 19年が 4,060,160 円、平成 20年が
213,500 円、平成 21年が 19,620 円、平成 22年が 359,000 円、平成 23年が 246,811 円であった。
SUSは平成 19年が 194,250 円、平成 20年が 29,663,025 円、平成 21 年が 0円、平成 22年が 0円、




図 10. 各構造別平均修繕費 
 
 この結果から、RC 構造のプールは FRP、SUS 構造のプールに比べ毎年修繕費が掛かることがわか
る。また、修繕費が全く掛からない SUS構造のプールや、修繕費が比較的少ない FRP構造のプール
でも、中越沖地震のような大きな地震が発生した場合、大規模な修繕を余儀なくされてしまい、逆
に RC 構造のプールには優れた耐震性から地震の影響はさほど無いことがわかる。 
 
 水道費について 
 市内小・中学校の水道費を調査したところ、平成 23 年の水道費は小学校 7,430,000 円、中学校












3,280,000 円、中学校 790,000 円（小学校 25校、中学校 10校）であった。 
 
 これらの調査から昨年平成 23年度の市内全小・中学校の年間プール維持管理費を算出すると、点

































































夏の 6月からプールを使用する学校が大半であり、その使用期間は 1ヶ月が 3％、2ヶ月が 45％、3










































































 平成 23年の一般開放の集客人数を 4月、5月、6月、7月、9月の曜日別、時間帯別の平均一般集
客人数をグラフにまとめた。（図 12〜16参照） 












平成 23年の一般開放の集客人数を 4月、5月、6月、7月 9月の曜日別、時間帯別 平均 集
客人数をグラフにまとめた。（図 12〜16参照） 














図 14.6 月の曜日及び 別の平均一般開放集客人数 
 
 




図 14.6 月の曜日及び時間帯別の平均一般開放集客人数 
 
 





図 16.9 月の曜日及び時間帯別の平均一般開放集客人数 
 
 これらの 5ヶ月分の一般開放集客人数を曜日及び時間帯別に平均した。（図 17参照） 
 
 




















図 16.9 月の曜日及び時間帯別の平均一般開放集客人数 
 
 これらの 5ヶ月分の一般開放集客人数を曜日及び時間帯別に平均した。（図 17参照） 
 
 

















図 18.4 月学校開校日、アクアパーク営 の曜日及び時間帯別の平均一般開放集客人数 
 
 









図 18.4 月学校開校日、アクアパーク営業日の曜日及び時間帯別の平均一般開放集客人数 
 
 




図 20.6 月学校開校日、アクアパーク営 の曜日及び時間帯別の平均一般開放集客人数 
 
 





図 20.6 月学校開校日、アクアパーク営業日の曜日及び時間帯別の平均一般開放集客人数 
 
 


















図 22.9 月学校開校日、アクアパーク営 の曜日及び時間帯別の平均一般開放集客人数 
 
















図 22.9 月学校開校日、アクアパーク営業日の曜日及び時間帯別の平均一般開放集客人数 
 
 これらの 5ヶ月分の一般開放集客人数を曜日及び時間帯別に平均した。（図 23参照） 
 
 


































































 小学校学習指導要領にある体育授業の 1年生 102時間、2年生 105時間、3年生 105時間、4年生
105 時間、5年生 90時間、6年生 90時間、中学校学習指導要領にある体育授業の 1年生 105 時間、







に 2時間授業を年に 2回だけであり、計 4時間、実質授業時間は年間約 1時間半である。B校は全










校 1年生で 90％、2年生で 90％、3年生で 95％、4年生で 95％、5年生 100％、6年生 100％であっ
た。（図 24参照：アンケート回答率小学校 25校中 21校回答で 84％） 
 
 






























 中学校では 1年生で 25％、2年生で 25％、3年生で 20％であった。（図 25参照：中学校アンケ
ート回答率 13校中 12校回答で 92％） 
 
 




























































































































































































































































































































学校名 移動距離 移動時間 
柏崎市立柏崎小学校 0.5km 2 分 
柏崎市立二田小学校 1.1km 4 分 
柏崎市立枇杷島小学校 2,1 ㎞ 6分 
柏崎市立大洲小学校 2,3 ㎞ 7分 
柏崎市立比角小学校 2,5 ㎞ 8分 
柏崎市立剣野小学校 2,7 ㎞ 8分 
柏崎市立槇原小学校 3,1 ㎞ 10 分 
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